
　診療報酬の改定，職員の異動など，年度変わりの変化から 1 か月，本号の特集テーマは
「新人教育」です．理学療法士の大量養成に伴い，卒後教育の重要性が叫ばれるなか，新
人教育は各施設独自の工夫や裁量で行われています．
　新人教育は，勤務中／その合間／勤務時間外に，指導する側・される側双方の能動的参
加によって成立するもので，極端な表現を許していただけば，適当にやっても（あるいは
行わなくても）給料には反映されません．単位あたりの診療報酬も同額です．しかし，や
はりなんらかの新人教育は必要だろう，というのが，多くの方々の共通意見と認識してい
ます．では，どうすればよいのか，この疑問に対するアドバイスとして，様々な視点から
ご執筆いただきました．
　芳野論文では，日本における新人理学療法士に必要な能力の到達目標について提示して
いただきました．米沢論文では，病院における新人教育の工夫と課題を示していただきま
した．中島鈴美論文では，医療の療法に対する依存から転換するための地域での取り組み
を紹介し，理学療法士自身も意識転換が重要であり，その習得が地域で働く理学療法士に
は必要，と解説いただきました．中島隆興論文では，職場内の自発学習促進と能動的行動
が新人教育マネジメントでは重要と考察いただきました．また，「私はこう考える」では，
5 名の理学療法士の方々に具体的で本質的な指摘をいただきました．特集全体を通して，
今後の新人教育は，方法論や指導項目のみならず，施設内・ひいては本邦の理学療法士界
全体で統一された明確な目標を立てることが求められている，と読み取れます．
　読後に「われわれの施設ではここまで充実できない」，「こんな指導者・リーダーである
ことはなかなか難しい」と，感じる方もいらっしゃるかもしれません．しかし執筆者の方々
も悩み，工夫し，あれこれ試す経験があったのだと推察いたします．はじめからスムーズ
にはいかないのが教育，特に卒後教育ではないかと感じています．
　本号が，新人教育に積極的に取り組み，興味をもって活動している施設・読者以外の方
の目にも触れ，その重要性や方法を具体的に考え・実践を試みるきっかけになれば，と願
います．
　そして 1 ページ講座で紹介されている 2009 年 4 月に改正・施行された「臨床研究に関
する倫理指針」や，脳卒中地域連携パスに関する報告など，様々な情報をこまめに読み，
忙しい日々であっても，新人でなくても，理学療法士である限り，学習し続けたいもので
す． （永冨史子）
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